
管きょ工（開削）-管路土工 P. 1

名        称 単位 単位長 圧送 自然流下 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1793.294 1793

m3

機械掘削工（ﾊﾞｯｸﾎｳ）土留なし 1430.474 1430.474 1430
ﾊﾞｯｸﾎｳ　山積0.28m3

m3

基面整正 1044.378 1044.378 1044

m2

機械掘削工（ﾊﾞｯｸﾎｳ）土留あり 62.218 300.602 362.820 362
ﾊﾞｯｸﾎｳ　山積0.28m3

m3

1060.892 1060

m3

機械投入埋戻工（ﾊﾞｯｸﾎｳ+人力締固め） 214.988 32.298 247.286 247
流用土　ﾊﾞｯｸﾎｳ　山積0.28m3

m3

機械投入埋戻工（ﾊﾞｯｸﾎｳ+ﾀﾝﾊﾟ締固め） 644.042 169.564 813.606 813
流用土　ﾊﾞｯｸﾎｳ　山積0.28m3

m3

1177.590 1177

m3

発生土運搬工（4t･2t積級） 904.663 904.663 904
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　4t積級　土砂
土木工事　DID区間無し m3

発生土運搬工（4t･2t積級） 48.860 224.067 272.927 272
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　4t積級　土砂
下水道工事　DID区間無し m3

積込（ﾙｰｽﾞ） 953.523 224.067 1177.590 1177
小規模（標準以外）

m3

発生土運搬工（4t･2t積級） 953.523 224.067 1177.590 1177
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　4t積級　土砂
土木工事　DID区間無し m3

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
延 長 計 算 (m)数量

管路掘削

管路埋戻

発生土処理 (現場～仮置き場～現場)

算　　　　　　　　　　　　　　　式



管きょ工（開削）-管路土工 P. 2

名        称 単位 単位長 圧送 自然流下 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

615.705 615

m3

発生土運搬工（4t･2t積級） 525.812 525.812 525
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　4t積級　土砂
土木工事　DID区間無し m3

発生土運搬工（4t･2t積級） 13.358 76.535 89.893 89
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　4t積級　土砂
下水道工事　DID区間無し m3

積込（ﾙｰｽﾞ） 539.170 76.535 615.705 615
土量50,000m3未満

m3

発生土運搬工（10t積級） 539.170 76.535 615.705 615
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　10t積級　土砂
土木工事　DID区間無し m3

建設発生土処分費 539.170 76.535 615.705 615
礫質土

m3

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
数量 延 長 計 算 (m)算　　　　　　　　　　　　　　　式

発生土処理
(現場～仮置き場～処分地)



管きょ工（開削）-管布設工 P. 3

名        称 単位 単位長 108 106-2 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1937.243 1937 1937.243 1937.243

ｍ

HIVP 187 183 370 370 1850.000 1850.000
RR直管
　φ100×5.0m 本 5.000

HIVP 9 6 15 15 70.340 70.340 切管調書
RR直管 43.720+26.620
　φ100×5.0m 本 5.000

HIVP 14 4 18 18 9.252 9.252
RRﾍﾞﾝﾄﾞ45°
　φ100 個 0.514

HIVP 4 8 12 12 4.620 4.620
RRﾍﾞﾝﾄﾞ22 1/2°
　φ100 個 0.385

HIVP
RRﾍﾞﾝﾄﾞ11 1/4°
　φ100 個 0.325

HIVP 1 1 1 0.295 0.295
RRﾍﾞﾝﾄﾞ5 5/8°
　φ100 個 0.295

HIVP 12 6 18 18 1.440 1.440
RR両受ｿｹｯﾄ
　φ100 個 0.080

HIVP
ﾌﾗﾝｼﾞ付ジョイント
　φ100 個 0.045

ﾒｶ型 5 3 8 8 1.296 1.296
F付ﾁｰｽﾞ
　φ100×φ75 個 0.162

離脱防止金具 31 19 50 50
（RR形）
　φ100 個

離脱防止金具 11 6 17 17
（RR形両受ｿｹｯﾄ用）
　φ100 個

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管据付工 989.53 947.73 1937 1937

　φ100 m

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断 27 16 43 43 切管調書

　φ100 口

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管RR継手工 239 213 452 452

　φ100 口

ﾒｶﾆｶﾙ継手 10 6 16 16

　φ100 口

離脱防止金具設置 42 25 67 67

　φ100 口

数量

硬質塩化ビニル管

延 長 計 算 (m)算　　　　　　　　　　　　　　　式
上段 ： 変更前　下段 ： 変更後



管きょ工（開削）-管布設工 P. 4

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

151.000 151.0

ｍ

ﾘﾌﾞ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管設置工 151.0 151.000 151.0

呼び径　200mm ｍ

数量
上段 ： 変更前　下段 ： 変更後

ﾘﾌﾞ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管

算　　　　　　　　　　　　　　　式 延 長 計 算 (m)



管きょ工（開削）-管布設工 P. 5

名        称 単位 単位長 108 106-2 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

8 8

箇所

フランジ継手材 10 6 16 16

　φ75  RF 組

下水用空気弁 5 3 8 8
2種　粉体
　φ75 個

下水用補修弁ｷｬｯﾌﾟ式 5 3 8 8
2種左　粉体
　φ75 個
空気弁用鉄蓋
（蓋枠付) 5 3 8 8
角形2号
（取替枠・ｶﾗｰ標示） 組
空気弁用嵩上ﾚｼﾞｺﾝﾎﾞｯｸｽ
（RB 6050 (A)) 5 3 8 8
上部壁
角形2号　Ｈ＝200 個
空気弁用嵩上ﾚｼﾞｺﾝﾎﾞｯｸｽ
（RB 6050 (B) )
中部壁
角形2号　Ｈ＝100 個
空気弁用嵩上ﾚｼﾞｺﾝﾎﾞｯｸｽ
（RB 6050 (B) ) 15 9 24 24
中部壁
角形2号　Ｈ＝200 個
空気弁用嵩上ﾚｼﾞｺﾝﾎﾞｯｸｽ
（RB 6050 (C) ) 5 3 8 8
下部壁
角形2号　Ｈ＝200 個
空気弁用底版ﾚｼﾞｺﾝﾎﾞｯｸｽ
（ 6050 (P) ) 5 3 8 8
 H=40
角形底版2号 個

空気弁設置 5 3 8 8 ﾌﾗﾝｼﾞ接合含む

　φ75 基

空気弁座設置 5 3 8 8 ﾌﾗﾝｼﾞ接合含む

　φ75 基
無収縮モルタル

鉄蓋設置 5 3 8 8 17kg/箇所
≒1袋（25kg）

角形2号 個

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 5 3 8 8
上部壁
角形2号　H=200 個

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置
中部壁
角形2号　H=100 個

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 15 9 24 24
中部壁
角形2号　H=200 個

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 5 3 8 8
下部壁
角形2号　H=200 個

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 5 3 8 8
底版
角形2号　H=40 個

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
数量 延 長 計 算 (m)

弁類

算　　　　　　　　　　　　　　　式



管きょ工（開削）-管布設工 P. 6

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1920.340 1920

ｍ

管明示ﾃｰﾌﾟ（下水道用） 137.282 137
天端明示有

　50mm×20m 巻 4箇所/本　1回半巻

管明示ﾃｰﾌﾟ 1850.000 70.340 1920.340 1920
天端明示有 天端明示有
　φ100 m 4箇所/本　１回半巻

1937.243 1937

ｍ

埋設標識ｼｰﾄ（下水道用） 38.745 38

φ150mm×50m　2倍 巻

管明示ｼｰﾄ 1937.243 1937.243 1937

m

1937.243/50=38.745

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
数量

管明示ｼｰﾄ

管明示ﾃｰﾌﾟ

（1920.34+1920.34/5.00×4×0.114×π×1.5）/20=137.282

算　　　　　　　　　　　　　　　式 延 長 計 算 (m)



管きょ工（開削）-管基礎工 P. 7

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1937.243 1937

ｍ

砂基礎工 107.493 107.493 107
砕砂　機械施工（投入）

m3

機械投入埋戻工（ﾊﾞｯｸﾎｳ+人力締固め） 210.287 210.287 210
砕砂　ﾊﾞｯｸﾎｳ　山積0.28m3

m3

151.000 151.0

砕石基礎工 16.148 16.148 16
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-30)　機械施工（投入）

m3

機械投入埋戻工（ﾊﾞｯｸﾎｳ+人力締固め） 44.292 44.292 44
RC-30　ﾊﾞｯｸﾎｳ　山積0.28m3

m3

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
延 長 計 算 (m)数量

砕石基礎

算　　　　　　　　　　　　　　　式

砂基礎



管きょ工（開削）-管路土留工 P. 8

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

189.750 189

ｍ

ｱﾙﾐ矢板土留（機械施工-BH0.28） 13.040 76.900 89.940 89
掘削深2.0m以下

ｍ

ｱﾙﾐ矢板土留（機械施工-BH0.28） 22.910 76.900 99.810 99
掘削深2.5m以下

ｍ

1 1

式

ｱﾙﾐ矢板賃料 34 34 34
幅333mm　長さ2500mm
60枚 日

ｱﾙﾐ矢板賃料 30 30 30 最低保証期間1カ月
幅333mm　長さ3000mm
30枚 日

ｱﾙﾐ矢板基本料 60 60 60
幅333mm　長さ2500mm

枚

ｱﾙﾐ矢板基本料 30 30 30
幅333mm　長さ3000mm

枚

数量
上段 ： 変更前　下段 ： 変更後

延 長 計 算 (m)

ｱﾙﾐ矢板土留

ｱﾙﾐ矢板賃料

算　　　　　　　　　　　　　　　式



管きょ工（開削）-管路土留工 P. 9

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1 1

式

ｱﾙﾐ腹起こし賃料 34 34 34
110～120×120～130×3000
4本 日

ｱﾙﾐ腹起こし賃料 30 30 30 最低保証期間1カ月
110～120×120～130×3000
4本 日

ｱﾙﾐ腹起こし賃料 34 34 34
110～120×120～130×4000
2本 日

ｱﾙﾐ腹起こし賃料 30 30 30 最低保証期間1カ月
110～120×120～130×4000
2本 日

ｱﾙﾐ水圧ｻﾎﾟｰﾄ賃料 30 30 30 最低保証期間1カ月
450～650
6本 日

ｱﾙﾐ水圧ｻﾎﾟｰﾄ賃料 30 30 30 最低保証期間1カ月
450～650
6本 日

ｱﾙﾐ水圧ｻﾎﾟｰﾄ賃料 31 31 31
590～900
6本 日

ｱﾙﾐ水圧ｻﾎﾟｰﾄ賃料 30 30 30 最低保証期間1カ月
590～900
6本 日

手動式水圧ﾎﾟﾝﾌﾟ賃料 34 34 34
ﾀﾝｸ容量15～19L
1台 日

ｱﾙﾐ腹起こし基本料 4 4 8 8
110～120×120～130×3000

本

ｱﾙﾐ腹起こし基本料 2 2 4 4
110～120×120～130×4000

本

ｱﾙﾐ水圧ｻﾎﾟｰﾄ基本料 6 6 12 12
450～650

本

ｱﾙﾐ水圧ｻﾎﾟｰﾄ基本料 6 6 12 12
590～900

本

手動式水圧ﾎﾟﾝﾌﾟ基本料 1 1 1
ﾀﾝｸ容量15～19L

台

延 長 計 算 (m)数量算　　　　　　　　　　　　　　　式
上段 ： 変更前　下段 ： 変更後

軽量金属支保材賃料



管きょ工（開削）-開削水替工 P. 10

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

48 48

日

ﾎﾟﾝﾌﾟ運転工（開削水替） 48 48 48
作業時排水　ﾎﾟﾝﾌﾟ台数1台

日

ﾎﾟﾝﾌﾟ据付・撤去工（開削水替工） 1 1 1

現場

数量算　　　　　　　　　　　　　　　式 延 長 計 算 (m)

開削水替

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後



ﾏﾝﾎｰﾙ工-組立ﾏﾝﾎｰﾙ工 P. 11

名        称 単位 単位長 17 18 15 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1 1

底部工（栗石基礎） 1 1 2 2
組立1号ﾏﾝﾎｰﾙφ200　ｲﾝﾊﾞｰﾄ有

箇所

ｺﾝｸﾘｰﾄ(ｺﾝｸﾘｰﾄ工) 0.164 0.164 0.328 0.328

m3

底部工（ｲﾝﾊﾞｰﾄのみ） 1 1 1

箇所

ｺﾝｸﾘｰﾄ(ｺﾝｸﾘｰﾄ工) 0.056 0.056 0.056

m3

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ　底版 1 1 2 2
1号　φ900　穴無し

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ　　管取付け壁 1 1 1
1号　φ900　H=1,200mm

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ　　管取付け壁 1 1 1
1号　φ900　H=1,500mm

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ　頂版 1 1 2 2
1号　φ600×900　H=120mm

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ　調整ﾘﾝｸﾞ 1 1 2 2
各号共通　φ600　H=50mm

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ　調整ﾘﾝｸﾞ 1 1 2 2
各号共通　φ600　H=100mm

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ調整金具 1 1 1
各号共通　H=25mmまで

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ調整金具 1 1 1
各号共通　H=45mmまで

個

PP製梯子 1 1 1
L=90㎝

台

PP製梯子 1 1 1
L=120㎝

台

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
数量 延 長 計 算 (m)

1号ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ

算　　　　　　　　　　　　　　　式



ﾏﾝﾎｰﾙ工-組立ﾏﾝﾎｰﾙ工 P. 12

名        称 単位 単位長 17 18 15 20 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

長浜市型ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏﾝﾎｰﾙ蓋 1 1 2 2
φ600　ｔ-14　除雪型

組

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ削孔費 1 1 2 2
1号　リブ管用　Φ200

箇所

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ用可とう継手 2 1 1 4 4
拡張ﾊﾞﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟ　本管:塩ﾋﾞ(ﾘﾌﾞ)管φ200

個

組立ﾏﾝﾎｰﾙ設置工 1 1 2 2
1号(内径900mm)
MH=3.0m以下 箇所

削孔費 1 1 2 2
１号　塩ビ管用　φ１００

管口止水 1 1 2 2

数量
上段 ： 変更前　下段 ： 変更後

延 長 計 算 (m)算　　　　　　　　　　　　　　　式



ﾏﾝﾎｰﾙ工-組立ﾏﾝﾎｰﾙ工 P. 13

名        称 単位 単位長 16 19 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1 1

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ　底版 1 1 2 2
3号　φ1500　穴無し

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ　直壁 1 1 2 2
3号　φ1500mm　H=1,200mm

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ　直壁 1 1 1
3号　φ1500mm　H=1500mm

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ　直壁 1 1 2 2
3号　φ1500mm　H=2400mm

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ　頂版 1 1 2 2
3号　φ900×1500×160mm

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ　調整ﾘﾝｸﾞ 1 1 1
3号　φ900mm　H=100mm

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ　調整ﾘﾝｸﾞ 1 2 3 3
3号　φ900mm　H=50mm

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ調整金具 1 1 1
調整高25mmまで

個

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ調整金具 1 1 1
調整高45mmまで

個

ﾏﾝﾎｰﾙ親子蓋(蓋+受枠) 1 1 1
φ900×600　ｔ-14
浮上防止　かぎ付 組

ﾏﾝﾎｰﾙ親子蓋(蓋+受枠) 1 1 1
φ900×600　ｔ-25
浮上防止　かぎ付 組

ﾏﾝﾎｰﾙ用可とう継手 1 1 2 2
拡張ﾊﾞﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟ　本管:塩ﾋﾞ(ﾘﾌﾞ)管φ200

個

PP製梯子 1 1 1
L=300㎝

台

PP製梯子 1 1 1
L=450㎝

台

組立ﾏﾝﾎｰﾙ設置工 1 1 1
3号(内径1500mm)
MH=4.0m超え～5.0m以下 箇所

組立ﾏﾝﾎｰﾙ設置工 1 1 1
3号(内径1500mm)
MH=5.0m超え～6.0m以下 箇所

数量
上段 ： 変更前　下段 ： 変更後

算　　　　　　　　　　　　　　　式 延 長 計 算 (m)

3号ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ



立坑工-管路土工 P. 14

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

12.21 12.0

m3

ｸﾞﾗｳﾄ工 9.03 9.03 9.0

m3

機械投入埋戻工（ﾊﾞｯｸﾎｳ+ﾀﾝﾊﾟ締固め） 3.18 3.18 3.1
流用土　ﾊﾞｯｸﾎｳ　山積0.28m3

m3

3.53 3.5

m3
№16

発生土処分工（鋼管式立坑） 1.57 1.57 1.5

m3
№19

発生土処分工（鋼管式立坑） 1.95 1.95 1.9

m3

積込（ﾙｰｽﾞ） 3.53 3.53 3.5
小規模（標準以外）

m3

発生土運搬工（4t･2t積級） 3.53 3.53 3.5
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　4t積級　土砂
土木工事　DID区間無し m3

発生土処理 (現場～処分地)
15.73 15

m3
№16

発生土処分工（鋼管式立坑） 15.73 15.73 15

m3
№19

発生土処分工（鋼管式立坑） 20.63 20.63 20

m3

建設発生土処分費 36.36 36.36 36
礫質土

m3

管路埋戻

発生土処理 (現場～仮置き場～現場)

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
算　　　　　　　　　　　　　　　式 延 長 計 算 (m)数量



P. 15

名        称 単位 単位長 16 19 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

11.828 11.828

m

圧入掘削積込み工（揺動圧入φ2500以下） 4.700 5.410 10.110 10.110
ｹｰｼﾝｸﾞ呼び径φ2000mm立坑深8m以下
土質：粘性土　N≦5 ｍ

圧入掘削積込み工（揺動圧入φ2500以下） 0.545 1.173 1.718 1.718
ｹｰｼﾝｸﾞ呼び径φ2000mm立坑深8m以下
土質：砂質土　N≦30 ｍ

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工 1 2 3 3
ｹｰｼﾝｸﾞ呼び径φ2000mm

箇所

ｹｰｼﾝｸﾞ引上げ工（揺動圧入機） 0.9 0.9 1.8 1.8
ｹｰｼﾝｸﾞ呼び径φ2000mm

ｍ

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去工 1 1 2 2
ｹｰｼﾝｸﾞ呼び径φ2000mm

箇所

鉄ｽｸﾗｯﾌﾟ 0.902 0.909 1.811 1.8
ﾍﾋﾞｰ　H1

ｔ

2 2

箇所

底版ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工 3.1 3.1 6.2 6.2
φ2000

m3

2 2

箇所

機械設置撤去工 1 1 2 2
（鋼管式立坑工、揺動圧入機）
ｹｰｼﾝｸﾞ呼び径φ2000 回

底版ｺﾝｸﾘｰﾄ

算　　　　　　　　　　　　　　　式 延 長 計 算 (m)

圧入機掘削設備

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ圧入掘削

立坑工-鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工
数量

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後



P. 16

名        称 単位 単位長 16 19 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

10.3 10.3

m

刃先制作取付費 1 1 2 2
φ2000

個

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 4.4 5.9 10.3 10.3
φ2000　t=12mm

ｍ

1 1

式

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料 1 1 2 2
φ2000　転用15回

回

2 2

箇所

うわ水排水工 1 1 2 2

箇所

2 2

箇所

ｽﾗｲﾑ処理工 1 1 2 2

箇所

汚泥吸排車運搬（8t車） 1.2 1.2 2.4 2.4
汚泥吸排車　8t車

m3

汚泥処分費 1.2 1.2 2.4 2.4
泥水

m3

1 1

回

現場発生品・支給品運搬 1 1 ＠0.902t　0.909ｔ

回

1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ存置

現場発生品運搬

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ損料等

立坑水替

泥水運搬処理

算　　　　　　　　　　　　　　　式 延 長 計 算 (m)
立坑工-鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工 上段 ： 変更前　下段 ： 変更後

数量



立坑工-路面覆工 P. 17

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1 1

枚

円形覆工板設置工 1 1 2 2
円形覆工板（φ2000以下）

箇所

円形覆工板撤去工 1 1 2 2
円形覆工板（φ2000以下）

箇所

円形覆工板賃料 1.0 1.0 1.0 最低保証期間1カ月
路面設置型φ2000

月

円形覆工板整備料 1 1 1
路面設置型φ2000

枚

　

覆工板

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
算　　　　　　　　　　　　　　　式 延 長 計 算 (m)数量



地盤改良工-補助地盤改良工 P. 18

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1 1

式

薬液注入工(二重管ｽﾄﾚｰﾅ) 1.000 1 1
複相方式

本

1 1

現場

1.000 1 1
注入設備据付・解体工(車上)

現場

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
算　　　　　　　　　　　　　　　式 数量 延 長 計 算 (m)

薬液注入

注入設備据付・解体



付帯工-舗装撤去工 P. 19

名        称 単位 単位長 圧送 自然流下 立坑 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1.000 1

式

鏡切り 2.000 2.000 2
小型立坑(鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ)　開削部

箇所

4191.800 4,191

ｍ

舗装版切断 3869.620 307.600 14.580 4191.800 4191
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版、15cm以下

ｍ

舗装版破砕
1244.447 1,244

ｍ2

舗装版破砕工（ﾊﾞｯｸﾎｳ直接掘削・積込） 1074.937 161.490 8.02 1244.447 1244
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版、10cm以下

ｍ2

殻運搬処理
60.817 60

ｍ3

殻運搬工（4t・2積級） 52.143 8.074 0.600 60.817 60
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積級　ｱｽﾌｧﾙﾄ殻
DID区間無し m3

建設副産物処分費 52.143 8.074 0.600 60.817 60
ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3

仮設備工(小口径)

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後

舗装版切断

延 長 計 算 (m)数量算　　　　　　　　　　　　　　　式



付帯工-舗装復旧工 P. 20

名        称 単位 単位長 圧送 自然流下 立坑 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1243.387 1,243

ｍ2

下層路盤（歩道部） 526.610 161.490 3.480 691.580 691
RC-30　t=100mm

ｍ2

下層路盤（歩道部） 114.060 114.060 114
RC-30　t=100mm

ｍ2

下層路盤（歩道部） 434.267 3.480 437.747 437
RC-30　t=300mm

ｍ2

上層路盤
1129.327 1,129

ｍ2

上層路盤（歩道部） 947.421 161.490 3.480 1112.391 1112
M-30　t=120mm

ｍ2

上層路盤（歩道部） 13.456 3.480 16.936 16
M-30　t=170mm

ｍ2

透水性舗装工
114.060 114

ﾌｨﾙﾀ―層 114.060 114.060 114
砂　t=50㎜

ｍ2

表層
1239.387 1,239

ｍ2

表層 1070.937 161.490 6.960 1239.387 1239
再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=30mm

ｍ2

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後

下層路盤

延 長 計 算 (m)算　　　　　　　　　　　　　　　式 数量



HIVPφ100 土工舗装工　数量計算書 P.1

延長 平均 平均 既設 復旧 掘削幅 掘削高 埋戻高 基礎高

土被り 掘削深 舗装種別 舗装種別 基面整正 残土処分 掘削深 掘削深 掘削深 ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ ｱﾙﾐ 舗装切断 舗装版破砕 舗装がら 舗装復旧 舗装復旧 舗装復旧 舗装復旧 舗装復旧 フィルタ-層 舗装復旧 舗装復旧 舗装復旧 舗装復旧 舗装復旧 舗装復旧

舗装厚 舗装全厚 1.5m超え 2.0m超え 2.5m超え H=2.0m H=2.5m H=2.5m H=3.0m H=3.5m As As 処分工 密As 粒調砕石 RC-30 密As RC-30 砂 密As 粒調砕石 RC-30 密As 粒調砕石 RC-30

L d H t1 H1 W 2.0m以下 2.5m以下 3.0m以下 1段 1段 2段 2段 2段 t=15cm以下 t=10cm以下 t=3cm t=12cm t=10cm t=3cm t=10㎝ t=5cm t=3cm t=12cm t=30cm t=3cm t=17cm t=30cm

(m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m3) (m3) (m2) (m3) (m3) (m3) (m3) (m3) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (㎡) (m3) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡)

№15 3 As

№15+208.2 0.050 0.450

№15+208.2 3 As

№15+213.16 0.050 0.450

№15+213.16 3 As

№15+422.64 0.050 0.450

№15+422.64 3 As

№15+426.78 0.050 0.450

№15+426.78 3 As

№15+500.00 0.050 0.450

№15+500.00 3 As

IP.4+3.57 0.050 0.450

IP.4+3.57 3 As

IP.4+7.43 0.050 0.450

IP.4+7.43 3 As

IP.8+8.10 0.050 0.450

IP.8+8.10 4 As

№15+771.32 0.100 0.500

№15+771.32 2 As

№15+800.00 0.030 0.180

№15+800.00 2 As

№15+876.31 0.030 0.180

№15+876.31 2 As

№15+878.84 0.030 0.180

№15+878.84 4 As

№15+881.19 0.100 0.500

№15+881.19 4 As

№15+887.40 0.100 0.500

№15+887.40 2 As

No16-2.79 0.030 0.180

No16-2.79 4 As

No16 0.100 0.500

12.960

2.13

1.384 0.920 0.314 74.963 54.164 10.833 38.998 5.416

4.880

1.20

1.20

2.00

1.20

1.20

1.91

1.20

1.27

1.22

1.20

1.58

1.62

1.24

1.20

1.20 1.414 0.550

288.538

土留工

4.960

4.140

0.2001.6380.400

基礎砂 防護砂

16.006

0.663

11.365

1.379

3.083

8.203

0.434

0.403

2.530

2.350

補助 108 207.750 1.414 0.550 1.364 0.650 0.314 155.854 22.853 11.426 73.413 415.500 114.263 5.713

114.060 114.060小計 987.220 114.060

2.350

79.319

2.530

10.586 19.651

36.853

4.027 25.875

4.399

18.122

107.26631.349

9.672

7.615

3.793

3.464

8.190 52.617

3.8603.860

1974.440 548.327 25.811

7.720 3.281 0.164

297.800 81.895 4.095

8.000 4.960109.665 54.832 2.530 2.350

0.394

1.411 0.706 4.518

11.630 5.815 37.363

319.186

1.202

211.460 58.152 2.908

196.960 54.164 1.625

41.971 41.971 41.971152.620 41.971

2.151 2.151 2.1515.060 2.151 0.065

1.259

3.580 0.985 0.099

54.164 54.164 54.164

0.985補助 108 1.790 1.414 0.550 1.314 0.638

729.842

補助 108 98.480

0.668

0.1920.600 0.314 1.294 0.197 0.098

0.342 2.199

533.162

補助 108 2.350 1.834 0.850 1.734

補助 108 6.210 1.454 0.550 1.354 0.640 0.314 4.625 0.683

1.020 0.314

12.420 3.416 0.342

4.700 1.998 0.200

1.5033.416

補助 108 76.310 1.414 0.550 1.384

1.300 0.314 0.430 0.215 0.689補助 108 2.530 1.794 0.850 1.764

41.971 30.219

2.366

15.774

3.317

11.673

0.670 0.314 9.766

0.920 0.314 58.087 8.394 4.197 15.227

0.940 0.314 22.147 3.155 1.577 5.688補助 108 28.680 1.434 0.550

25.660 7.057 0.706

1.404 15.774 15.774 15.77457.360 15.774 0.473

0.650 0.314補助 108 105.730 1.414 0.550 1.364 26.16858.152

補助 108 12.830 1.484 0.550 1.384 7.057

40.271

81.895

0.650 0.314 54.930 8.054

1.360 0.314 0.656 0.328 1.852補助 108 3.860 2.124 0.850 2.074 6.805 3.806

3.519 0.176

146.440 40.271 2.014

補助 108 148.900 1.414 0.550 1.364

補助 108 73.220 1.414 0.550 1.364

0.650 0.314 111.705 16.379

補助 108 209.480

1.450 0.314 0.704 0.352 1.951 4.140

115.2141.414 0.550 1.364

補助 108 4.140 2.214 0.850 2.164 0.711

1.580 0.314 0.843 0.422 2.278 4.960 9.920 4.216 0.211

51.846

0.852

22.518 115.214 5.7610.650 0.314 157.152 23.043 11.521 74.025

路線名
測点名
上流
下流

土工

砂基礎

土留あり

22.332

補助 108 4.960 2.344 0.850 2.294

1:市道 2:県道歩道９号
掘削

土留なし

埋戻し

（流用土）

A区分 B区分

51.418

5.818

114.263

補単

舗装工

3:県道２号

114.263 114.263 114.263

4.216 4.216 4.216

115.214 115.214 115.214

3.519 3.519 3.519

40.271 40.271 40.2717.871

418.960

8.280

81.895 81.895 81.895

3.281 3.281 3.281

58.152 58.152 58.152

420.811 420.811 420.811

4:県道３号

1.998 1.998 1.998

3.416 3.416 3.416

0.985 0.985 0.985

13.456 13.456 13.456

7.057 7.057 7.057



HIVPφ100 土工舗装工　数量計算書 P.2

延長 平均 平均 既設 復旧 掘削幅 掘削高 埋戻高 基礎高

土被り 掘削深 舗装種別 舗装種別 基面整正 残土処分 掘削深 掘削深 掘削深 軽量 軽量 軽量 軽量 軽量 舗装切断 舗装版破砕 舗装がら 舗装復旧 舗装復旧 舗装復旧 舗装復旧 舗装復旧 フィルタ-層 舗装復旧 舗装復旧 舗装復旧 舗装復旧 舗装復旧 舗装復旧

舗装厚 舗装全厚 1.5m超え 2.0m超え 2.5m超え H=2.0m H=2.5m H=2.5m H=3.0m H=3.5m As As 処分工 密As 粒調砕石 RC-30 密As RC-30 砂 密As 粒調砕石 RC-30 密As 粒調砕石 RC-30

L d H t1 H1 W 2.0m以下 2.5m以下 3.0m以下 1段 1段 2段 2段 2段 t=15cm以下 t=10cm以下 t=3cm t=12cm t=10cm t=3cm t=10㎝ t=5cm t=3cm t=12cm t=30cm t=3cm t=17cm t=30cm

(m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m3) (m3) (m2) (m3) (m3) (m3) (m3) (m3) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (㎡) (m3) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡) (㎡)

№18 1 As

No18+57.05 0.050 0.250

No18+57.05 1 As

No18+61.25 0.050 0.250

No18+61.25 1 As

No18+100 0.050 0.250

No18+100 1 As

No18+500 0.050 0.250

No18+500 1 As

No18+505.75 0.050 0.250

No18+505.75 1 As

No18+509.71 0.050 0.250

No18+509.71 1 As

No18+600.00 0.050 0.250

No18+600.00 1 As

No18+900.00 0.050 0.250

No18+900.00 1 As

No18+938.09 0.050 0.250

No18+938.09 1 As

№19 0.050 0.250
18.809 9.950

13.022

基礎砂 防護砂

21.313

220.000

14.066

埋戻し

（流用土）

6.226 3.113

4.094

1.70812.771

A区分 B区分

0.721

4.165

2.151 0.618

3.467

17.9 4

9.950

3.570

9.950

17.950 4.960 52.143 526.610 526.610

1.048 20.950 20.950

600.000 165.000

3.366

220.000 220.000

1895.180 526.610 26.332 526.610 526.610

2.350

3.366

800.000 220.000 11.000

526.610 114.060 114.060 114.060合計 1934.810 3869.620 1074.937

103.021

210.287

30.869

62.218 1044.378

355.504

644.042 13.040 22.910

511.216小計 947.590 8.160 9.950

114 114 114

1430.474 214.988 107.493 539.170

8.160 526.610

改計 1934.8 1430 214 107 539 3869 107410 221062 1044 13 22644 52 526 526 526

10.690

700.632 105.323 52.661 219.984

補助 106-2 38.090 1.434 0.550 1.384 0.870 0.314 28.994 4.190 2.095 8.763 76.180 20.950

1.692 0.846 2.755 19.900 8.458補助 106-2 9.950 2.274 0.850 2.224 1.710 0.314

165.000 165.000

0.423 8.458 8.458 8.458

8.250 165.000

20.950

3.960 3.366

69.383

2.483 49.660 49.660

5.870

9.706 49.660

16.500

34.265

14.036

0.680

22.000 92.510143.000 42.997

1.230 0.314 0.673 0.337 1.275 3.960 7.920 3.366 0.168

3.163

106-2 3.960 1.794 0.850 1.744

補助 106-2 300.000 1.414 0.550 1.364 0.850 0.314 225.060 32.248107.25033.000

0.550 220.000

補助 106-2 90.290 1.454 0.550 1.404 0.890 0.314 69.722 9.932 4.966 20.663 180.580 49.660

補助

77.500 21.313 1.066

4.200

補助 106-2 5.750 1.444 0.550 1.394 0.880 0.314 4.409 0.633 0.316 1.319 11.500 3.163 0.158 3.163 3.163 3.163

補助 1.364 0.850 0.314 300.080 44.000

補助 106-2 4.200 1.784 0.850 1.734 1.220 0.314 0.714 0.357 1.356

補助 106-2 38.750 1.424 0.550 1.374 0.860 0.314 29.283 4.263 2.131 8.938

106-2 400.000 1.414

20.857

3.6416.190

113.200補助 106-2 56.600 1.434 0.550 1.384 0.870 0.314 43.084 6.084

4.200 8.400

31.130 31.13031.130

補単 路線名

掘削

土留なし 土留あり

測点名
上流
下流

土工

1:市道 2:県道歩道９号

舗装工

3:県道２号 4:県道３号

土留工

砂基礎

31.130 1.557 31.130

3.570 0.179 3.570 3.570

21.313 21.313 21.313

420.811 420.811 420.811 13.456 13.456 13.456

420 420 420 13 13 13

1.22

1.57

1.21

1.20

1.23

1.58

1.24

1.20

1.22

2.06

49.660

165.000

20.950



1 .本設VPφ100

（106-2路線）



数 量 計 算 1 ／4

図面番号
名称 合計 単位 管長 延長

( 材　料 )
VP RR
直管 φ100×5.00 183 ( 183 ) 本 5.00 915.00
VP プレーンエンド (1切管=)  6 
直管 φ100×5.00 本 5.00
VP RR
ベンド φ100×45° 4 4 個 0.514 2.06
VP RR
ベンド φ100×22 1/2° 8 8 個 0.385 3.08
VP RR
ベンド φ100×11 1/4° 個 0.325
VP RR
ベンド φ100×5 5/8° 個 0.295
VP RR
両受ソケット φ100 6 6 個 0.08 0.48

抜止付
鋳鉄製F付ﾁｰｽﾞ φ100×φ75 3 3 個 0.162 0.49

RR
離脱防止金具 φ100 19 19 組

RR形両受ｿｹｯﾄ用
離脱防止金具 φ100 6 6 組

φ100 管延長 小計 921.11

切管 甲切管 6.22 6.22

切管 乙切管 20.40 20.40

φ100 管延長 小計 26.62

φ100 管延長 計 947.73

（本設VPφ100）



数 量 計 算 2 ／4

図面番号
名称 合計 単位 管長 延長

( 材　料 )

( 空気弁室 )

フランジ継手材 φ75 2 2 2 6 組

下水用空気弁 Φ75 1 1 1 3 個

下水用補修弁キャップ式 φ75 1 1 1 3 個
鉄蓋 H=100㎜ 

1 1 1 3 個
ﾚｼﾞｺﾝ H=200㎜
上部壁 1 1 1 3 個
ﾚｼﾞｺﾝ H=200㎜
中部壁 3 3 3 9 個
ﾚｼﾞｺﾝ H=200㎜
下部壁 1 1 1 3 個

H=40㎜
底板 1 1 1 3 個

（本設VPφ100）



数 量 計 算 3 ／4

図面番号
名称 合計 単位 管長 延長

( 労　務 )

ﾋﾞﾆｰﾙ管据付工 φ100 947.73 947.73 ｍ
(切断調書より)

ﾋﾞﾆｰﾙ管切断工 φ100 16 16 口
RR 曲管 ソケット 甲切 直管

ﾋﾞﾆｰﾙ管継手工 φ100 12 6×2 6 183 213 口

離脱防止金具設置 φ100 19 6 25 口
F付ﾁｰｽﾞ

ﾒｶﾆｶﾙ継手工 φ100 3×2 6 口

ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 φ75 6 6 口

空気弁設置工 φ75 3 3 基

空気弁座設置工 Φ75 3 3 基

鉄蓋設置 角形2号 3 3 個
上部壁

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 角形2号　H=200 3 3 個
中部壁

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 角形2号　H=200 9 9 個
下部壁

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 角形2号　H=200 3 3 個
底版

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 角形2号　H=40 3 3 個

（本設VPφ100）



φ100 ×5.00 4/4

φ100 HIVP(RR)管切断調書

甲切 乙　　切 組　　　合　　　せ 残　管 切　断

3.10 0.83

1.23 1.30

3.52

2.57 1.30

2.94

1.26 2.35

計

6.22 20.40 3.38 16

0.68 0.39 3

1.62 0.85 3

0.68 3.10 0.83

0.68 0.80 2
0.68 3.52

0.81 0.32 3
0.81 2.57 1.30

1.62 0.44 2

0.81 0.58 3

1.62 2.94

直 管 φ100 × 5,000 ＝ 6 本

使用長 6.22 20.40 ＝ 26.62

1.62 1.23 1.30

0.81 1.26 2.35



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 地山 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

1
本設 φ100 ( 市道車道部 ) H= 1.22 m

計算区間 Ｎｏ.18 ～ Ｎｏ.18+57.05 L= 56.60 ｍ
    57.05-0.45

平均土被りの算出

土被り 1.20 1.23 計 平均土被り

距離 56.60 ① 56.60 ②÷①

区間平均土被り×距離 68.77 ② 68.77 1.22

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

下層路盤 t=10cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.434 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

0.55 × 1.00 0.55

0.55

0.55 × 1.384 × 1.00 0.76

0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.76

0.55 × 1.00

1.00 0.16

0.55 × 0.870 × 1.00 0.48

0.55 ×

t=12cm 0.55 × 1.00 0.55

t=10cm 0.55 × 1.00 0.55

0.76 - 0.230.48 × 1.11

0.23

0.55 × 0.05 × 1.00 0.03

0.55 × 1.00 0.55



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 地山 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工 = m

支保工 = m

2
本設 φ100 ( 市道車道部 ) H= 1.57 m

計算区間 Ｎｏ.18+57.05 ～ Ｎｏ.18+61.25 L= 4.20 ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.23 1.68 1.69 1.23 計 平均土被り

距離 1.10 2.00 1.10 ① 4.20 ②÷①

区間平均土被り×距離 1.60 3.37 1.61 ② 6.58 1.57

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

下層路盤 t=10cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.784 ｍ

掘削幅 0.850 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

0.85 × 1.00 0.85

0.85

0.85 × 1.734 × 1.00 1.47

0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

1.47

0.85 × 1.00

1.00 0.26

0.85 × 1.220 × 1.00 1.04

0.85 ×

t=12cm 0.85 × 1.00 0.85

t=10cm 0.85 × 1.00 0.85

1.47 - 0.321.04 × 1.11

0.32

0.85 × 0.05 × 1.00 0.04

0.85 × 1.00 0.85

H=2.00m 1.00

1段 1.00



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 地山 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

3
本設 φ100 ( 市道車道部 ) H= 1.21 m

計算区間 Ｎｏ.18+61.25	～ Ｎｏ.18+100.00 L= 38.75 ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.23 1.20 計 平均土被り

距離 38.75 ① 38.75 ②÷①

区間平均土被り×距離 47.08 ② 47.08 1.21

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

下層路盤 t=10cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.424 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

0.55 × 1.00 0.55

0.55

0.55 × 1.374 × 1.00 0.76

0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.76

0.55 × 1.00

1.00 0.16

0.55 × 0.860 × 1.00 0.47

0.55 ×

t=12cm 0.55 × 1.00 0.55

t=10cm 0.55 × 1.00 0.55

0.76 - 0.240.47 × 1.11

0.24

0.55 × 0.05 × 1.00 0.03

0.55 × 1.00 0.55



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 地山 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

4
本設 φ100 ( 市道車道部 ) H= 1.20 m

計算区間 Ｎｏ.18+100.00 ～ Ｎｏ.18+500.00 L= 400.00 ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.20 1.20 計 平均土被り

距離 400.00 ① 400.00 ②÷①

区間平均土被り×距離 480.00 ② 480.00 1.20

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

下層路盤 t=10cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.414 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

0.55 × 1.00 0.55

0.55

0.55 × 1.364 × 1.00 0.75

0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.75

0.55 × 1.00

1.00 0.16

0.55 × 0.850 × 1.00 0.47

0.55 ×

t=12cm 0.55 × 1.00 0.55

t=10cm 0.55 × 1.00 0.55

0.75 - 0.230.47 × 1.11

0.23

0.55 × 0.05 × 1.00 0.03

0.55 × 1.00 0.55



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 地山 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

5
本設 φ100 ( 市道車道部 ) H= 1.23 m

計算区間 Ｎｏ.18+500.00 ～ Ｎｏ.18+505.75 L= 5.75 ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.20 1.26 計 平均土被り

距離 5.75 ① 5.75 ②÷①

区間平均土被り×距離 7.07 ② 7.07 1.23

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

下層路盤 t=10cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.444 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

0.55 × 1.00 0.55

0.55

0.55 × 1.394 × 1.00 0.77

0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.77

0.55 × 1.00

1.00 0.16

0.55 × 0.880 × 1.00 0.48

0.55 ×

t=12cm 0.55 × 1.00 0.55

t=10cm 0.55 × 1.00 0.55

0.77 - 0.240.48 × 1.11

0.24

0.55 × 0.05 × 1.00 0.03

0.55 × 1.00 0.55



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 地山 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工 = m

支保工 = m

6
本設 φ100 ( 市道車道部 ) H= 1.58 m

計算区間 Ｎｏ.18+505.75 ～ Ｎｏ.18+509.71 L= 3.96 ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.26 1.67 1.68 1.27 計 平均土被り

距離 0.98 2.00 0.98 ① 3.96 ②÷①

区間平均土被り×距離 1.44 3.35 1.45 ② 6.24 1.58

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

下層路盤 t=10cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.794 ｍ

掘削幅 0.850 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

0.85 × 1.00 0.85

0.85

0.85 × 1.744 × 1.00 1.48

0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

1.48

0.85 × 1.00

1.00 0.26

0.85 × 1.230 × 1.00 1.05

0.85 ×

t=12cm 0.85 × 1.00 0.85

t=10cm 0.85 × 1.00 0.85

1.48 - 0.311.05 × 1.11

0.31

0.85 × 0.05 × 1.00 0.04

0.85 × 1.00 0.85

H=2.00m 1.00

1段 1.00



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 地山 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 流用土 ( = m3

埋 戻 工 良質土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

φ100 ( 市道車道部 ) H= 1.24 m

計算区間 Ｎｏ.18+509.71 ～ Ｎｏ.18+600.00 L= 90.29 ｍ

本設

平均土被りの算出

土被り 1.27 1.20 計 平均土被り

距離 90.29 ① 90.29 ②÷①

区間平均土被り×距離 111.51 ② 111.51 1.24

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

下層路盤 t=10cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.454 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

0.55 × 1.00 0.55

0.55

0.55 × 1.404 × 1.00 0.77

0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.77

0.55 × 1.00

1.00 0.16

0.55 × 0.890 × 1.00 0.49

0.55 ×

t=12cm 0.55 × 1.00 0.55

t=10cm 0.55 × 1.00 0.55

0.77 - 0.230.49 × 1.11

0.23

0.55 × 0.05 × 1.00 0.03

0.55 × 1.00 0.55

7



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 地山 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

φ100 ( 市道車道部 ) H= 1.20 m

計算区間 Ｎｏ.18+600.00 ～ Ｎｏ.18+900.00 L= 300.00 ｍ

本設

平均土被りの算出

土被り 1.20 1.20 計 平均土被り

距離 300.00 ① 300.00 ②÷①

区間平均土被り×距離 360.00 ② 360.00 1.20

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

下層路盤 t=10cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.414 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

0.55 × 1.00 0.55

0.55

0.55 × 1.364 × 1.00 0.75

0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.75

0.55 × 1.00

1.00 0.16

0.55 × 0.850 × 1.00 0.47

0.55 ×

t=12cm 0.55 × 1.00 0.55

t=10cm 0.55 × 1.00 0.55

0.75 - 0.230.47 × 1.11

0.23

0.55 × 0.05 × 1.00 0.03

0.55 × 1.00 0.55

8



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 地山 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

φ100 ( 市道車道部 ) H= 1.22 m

計算区間 Ｎｏ.18+900.00 ～ Ｎｏ.18+938.09 L= 38.09 ｍ

本設

平均土被りの算出

土被り 1.20 1.24 計 平均土被り

距離 38.09 ① 38.09 ②÷①

区間平均土被り×距離 46.47 ② 46.47 1.22

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

下層路盤 t=10cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.434 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

0.55 × 1.00 0.55

0.55

0.55 × 1.384 × 1.00 0.76

0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.76

0.55 × 1.00

1.00 0.16

0.55 × 0.870 × 1.00 0.48

0.55 ×

t=12cm 0.55 × 1.00 0.55

t=10cm 0.55 × 1.00 0.55

0.76 - 0.230.48 × 1.11

0.23

0.55 × 0.05 × 1.00 0.03

0.55 × 1.00 0.55

9



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 地山 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工 = m

支保工 = m

20.48

①

②

平均土被り

②÷①

2.06

9.95

計土被り

距離

1.42 19.06

平均土被りの算出

0.85 9.10

本設 φ100

1.00 ×

2.091.24

区間平均土被り×距離

2

2.06 m( 市道車道部

掘削深 2.274

) H=

2.10

0.85

0.85 ×

１m当り数量

1.00

2.00

φ114mm 

0.85 ×

1.00 1.89

0.85 ×

0.85

0.85 × 1.710 ×

2.224 ×

0.85 × 0.314

t=10cm

1.00 0.26

1.00 1.45

0.114 ^2))×-(π/4×

× 1.00

1.00

1.00

0.85

0.85

× 1.111.89 - 0.28

0.85 × 0.05 ×

1.45

0.04

0.85 × 1.00 0.85

表層

基層

上層路盤

下層路盤

t=5cm 

t=10cm 

t=10cm 

管外径

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

ｍ

掘削幅 ｍ

t=12cm

計算区間 Ｎｏ.18+938.09 ～ Ｎｏ.19

0.85

0.85 ×

9.95 ｍ
     10.10+0.85-1.00

L=

0.850

1.00

1.89

0.28

1.00

H=2.50m

2段

10

1.00



１ .本設VPφ100

（108路線）



数 量 計 算 1 ／4

図面番号
名称 合計 単位 管長 延長

( 材　料 )
VP RR
直管 φ100×5.00 187 ( 187 ) 本 5.00 935.00
VP プレーンエンド (1切管=)  9 
直管 φ100×5.00 本 5.00
VP RR
ベンド φ100×45° 14 14 個 0.514 7.20
VP RR
ベンド φ100×22 1/2° 4 4 個 0.385 1.54
VP RR
ベンド φ100×11 1/4° 個 0.325
VP RR
ベンド φ100×5 5/8° 1 1 個 0.295 0.30
VP RR
両受ソケット φ100 12 12 個 0.08 0.96

抜止付
鋳鉄製F付ﾁｰｽﾞ φ100×φ75 5 5 個 0.162 0.81

RR
離脱防止金具 φ100 31 31 組

RR形両受ｿｹｯﾄ用
離脱防止金具 φ100 11 11 組

φ100 管延長 小計 945.81

切管 甲切管 11.89 11.89

切管 乙切管 31.83 31.83

φ100 管延長 小計 43.72

φ100 管延長 計 989.53

（本設VPφ100）



数 量 計 算 2 ／4

図面番号
名称 合計 単位 管長 延長

( 材　料 )

( 空気弁室 )

フランジ継手材 φ75 2 2 2 2 2 10 組

下水用空気弁 Φ75 1 1 1 1 1 5 個

下水用補修弁キャップ式 φ75 1 1 1 1 1 5 個
鉄蓋 H=100㎜ 

1 1 1 1 1 5 個
ﾚｼﾞｺﾝ H=200㎜
上部壁 1 1 1 1 1 5 個
ﾚｼﾞｺﾝ H=200㎜
中部壁 3 3 3 3 3 15 個
ﾚｼﾞｺﾝ H=200㎜
下部壁 1 1 1 1 1 5 個

H=40㎜
底板 1 1 1 1 1 5 個

（本設VPφ100）



数 量 計 算 3 ／4

図面番号
名称 合計 単位 管長 延長

( 労　務 )

ﾋﾞﾆｰﾙ管据付工 φ100 989.53 989.53 ｍ
(切断調書より)

ﾋﾞﾆｰﾙ管切断工 φ100 27 27 口
RR 曲管 ソケット 直管

ﾋﾞﾆｰﾙ管継手工 φ100 19 12×2 9 -1 187 1 239 口

離脱防止金具設置 φ100 31 11 42 口
F付ﾁｰｽﾞ

ﾒｶﾆｶﾙ継手工 φ100 5×2 10 口

ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 φ75 10 10 口

空気弁設置工 φ75 5 5 基

空気弁座設置工 Φ75 5 5 基

鉄蓋設置 角形2号 5 5 個
上部壁

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 角形2号　H=200 5 5 個
中部壁

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 角形2号　H=200 15 15 個
下部壁

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 角形2号　H=200 5 5 個
底版

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ設置 角形2号　H=40 5 5 個

（本設VPφ100）

甲切



φ100 ×5.00 4/4

φ100 HIVP(RR)管切断調書

甲切 乙　　切 組　　　合　　　せ 残　管 切　断

2.83 1.30

2.55 1.36

1.23 0.75

2.49 1.55

2.04 2.05

2.34 1.41

1.23 2.17

1.23 1.15 1.15

3.00

計

11.89 31.83 1.28 27

1.00 1.23 1.15 1.15

1.00 2.34 1.41

1.01 2.55 1.36

使用長 11.89 + 31.83 ＝ 43.72

直 管 φ100 × 5,000 ＝ 9 本

1.99 0.01 2
1.99 3.00

1.49 0.11 3
2.17

1.00 0.47 4

1.49 1.23

0.80 0.11 3

1.00 0.25 3

0.80 2.04 2.05

0.80 0.16 3
0.80 2.49 1.55

3.00 0.02 3
3.00 1.23 0.75

0.80 0.07 3

1.01 0.08 3

0.80 2.83 1.30



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

0.55 × 1.00 0.55

0.35

0.55 × 0.05 × 1.00 0.03

0.75 - 0.350.36 × 1.11

1.00 0.55

t=30cm 0.55 × 1.00 0.55

t=12cm 0.55 ×

1.00 0.16

0.55 × 0.650 × 1.00 0.36

0.55 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.75

0.55 × 1.00 0.55

0.55 × 1.364 × 1.00 0.75

0.55 × 1.00 0.55

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

掘削深 1.414 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

上層路盤 t=10cm 

下層路盤 t=30cm 

管外径 φ114mm 

249.30 1.20

表層 t=5cm 

基層

① 207.75 ②÷①

区間平均土被り×距離 70.58 48.88 120.00 9.84 ②

距離 58.82 40.73 100.00 8.20

平均土被りの算出

土被り 1.20 1.20 1.20 1.20 1.20 計

H= 1.20 m

ｍ
8.20+100.00+40.73+59.27-0.45

平均土被り

計算区間 No.15 ～ No.15+208.20 L= 207.75

1
本設 φ100 ( 県道車道B号-2号 )



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工 = m

支保工 = m2段 1.00

0.85 × 1.00 0.85

H=3.00m 1.00

0.46

0.85 × 0.05 × 1.00 0.04

1.95 - 0.461.34 × 1.11

1.00 0.85

t=30cm 0.85 × 1.00 0.85

t=12cm 0.85 ×

1.00 0.26

0.85 × 1.580 × 1.00 1.34

0.85 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

1.95

0.85 × 1.00 0.85

0.85 × 2.294 × 1.00 1.95

0.85 × 1.00 0.85

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

ｍ

掘削幅 0.850 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

下層路盤 t=30cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 2.344

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

②÷①

区間平均土被り×距離 2.23 6.08 2.23 ② 10.54 2.13

計 平均土被り

距離 1.23 2.50 1.23 ① 4.96

ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.20 2.43 2.43 1.20

計算区間 No.15+208.20 ～ No.15+213.16 L= 4.96

2
本設 φ100 ( 県道車道B号-2号 ) H= 2.13 m



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

0.55 × 1.00 0.55

0.35

0.55 × 0.05 × 1.00 0.03

0.75 - 0.350.36 × 1.11

1.00 0.55

t=30cm 0.55 × 1.00 0.55

t=12cm 0.55 ×

1.00 0.16

0.55 × 0.650 × 1.00 0.36

0.55 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.75

0.55 × 1.00 0.55

0.55 × 1.364 × 1.00 0.75

0.55 × 1.00 0.55

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

下層路盤 t=30cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.414

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

②÷①

区間平均土被り×距離 104.21 120.00 27.17 ② 251.38 1.20

計 平均土被り

距離 86.84 100.00 22.64 ① 209.48

ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.20 1.20 1.20 1.20

計算区間 No.15+213.16 ～ No.15+422.64 L= 209.48

3
本設 φ100 ( 県道車道B号-2号 ) H= 1.20 m



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工 = m

支保工 = m2段 1.00

0.85 × 1.00 0.85

H=2.50m 1.00

0.47

0.85 × 0.05 × 1.00 0.04

1.84 - 0.471.23 × 1.11

1.00 0.85

t=30cm 0.85 × 1.00 0.85

t=12cm 0.85 ×

1.00 0.26

0.85 × 1.450 × 1.00 1.23

0.85 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

1.84

0.85 × 1.00 0.85

0.85 × 2.164 × 1.00 1.84

0.85 × 1.00 0.85

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

ｍ

掘削幅 0.850 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

下層路盤 t=30cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 2.214

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

②÷①

区間平均土被り×距離 1.86 4.54 1.86 ② 8.26 2.00

計 平均土被り

距離 1.07 2.00 1.07 ① 4.14

ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.20 2.27 2.27 1.20

計算区間 No.15+422.64	 ～ No.15+426.78 L= 4.14

4
本設 φ100 ( 県道車道B号-2号 ) H= 2.00 m



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

0.55 × 1.00 0.55

0.35

0.55 × 0.05 × 1.00 0.03

0.75 - 0.350.36 × 1.11

1.00 0.55

t=30cm 0.55 × 1.00 0.55

t=12cm 0.55 ×

1.00 0.16

0.55 × 0.650 × 1.00 0.36

0.55 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.75

0.55 × 1.00 0.55

0.55 × 1.364 × 1.00 0.75

0.55 × 1.00 0.55

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

下層路盤 t=30cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.414

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

②÷①

区間平均土被り×距離 87.86 ② 87.86 1.20

計 平均土被り

距離 73.22 ① 73.22

ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.20 1.20

計算区間 No.No.15+426.78 ～ No.15+500.00 L= 73.22

5
本設 φ100 ( 県道車道B号-2号 ) H= 1.20 m



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

0.55 × 1.00 0.55

0.35

0.55 × 0.05 × 1.00 0.03

0.75 - 0.350.36 × 1.11

1.00 0.55

t=30cm 0.55 × 1.00 0.55

t=12cm 0.55 ×

1.00 0.16

0.55 × 0.650 × 1.00 0.36

0.55 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.75

0.55 × 1.00 0.55

0.55 × 1.364 × 1.00 0.75

0.55 × 1.00 0.55

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

下層路盤 t=30cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.414

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

②÷①

区間平均土被り×距離 4.28 12.00 42.40 57.06 62.94 ② 178.68 1.20

計 平均土被り

距離 3.57 10.00 35.33 47.55 52.45 ① 148.90

ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.20 1.20 1.20 1.20 1.20 1.20

計算区間 No.15+500.00 ～ IP.4+3.57 L= 148.90

6
本設 φ100 ( 県道車道B号-2号 ) H= 1.20 m



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工 = m

支保工 = m2段 1.00

0.85 × 1.00 0.85

H=2.50m 1.00

0.48

0.85 × 0.05 × 1.00 0.04

1.76 - 0.481.16 × 1.11

1.00 0.85

t=30cm 0.85 × 1.00 0.85

t=12cm 0.85 ×

1.00 0.26

0.85 × 1.360 × 1.00 1.16

0.85 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

1.76

0.85 × 1.00 0.85

0.85 × 2.074 × 1.00 1.76

0.85 × 1.00 0.85

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

ｍ

掘削幅 0.850 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

下層路盤 t=30cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 2.124

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

②÷①

区間平均土被り×距離 1.55 4.26 1.55 ② 7.36 1.91

計 平均土被り

距離 0.93 2.00 0.93 ① 3.86

ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.20 2.13 2.13 1.20

計算区間 IP.4+3.57 ～ IP.4+7.43 L= 3.86

7
本設 φ100 ( 県道車道B号-2号 ) H= 1.91 m



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

0.55 × 1.00 0.55

0.35

0.55 × 0.05 × 1.00 0.03

0.75 - 0.350.36 × 1.11

1.00 0.55

t=30cm 0.55 × 1.00 0.55

t=12cm 0.55 ×

1.00 0.16

0.55 × 0.650 × 1.00 0.36

0.55 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.75

0.55 × 1.00 0.55

0.55 × 1.364 × 1.00 0.75

0.55 × 1.00 0.55

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

下層路盤 t=30cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.414

表層 t=5cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

②÷①

区間平均土被り×距離 117.16 9.72 ② 126.88 1.20

計 平均土被り

距離 97.63 8.10 ① 105.73

ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.20 1.20 1.20

計算区間 IP.4+7.43 ～ IP.8+8.10 L= 105.73

8
本設 φ100 ( 県道車道B号-2号 ) H= 1.20 m



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=10cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

0.55 × 1.00 0.55

0.35

0.55 × 0.10 × 1.00 0.06

0.76 - 0.350.37 × 1.11

1.00 0.55

t=30cm 0.55 × 1.00 0.55

t=17cm 0.55 ×

1.00 0.16

0.55 × 0.670 × 1.00 0.37

0.55 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.76

0.55 × 1.00 0.55

0.55 × 1.384 × 1.00 0.76

0.55 × 1.00 0.55

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

下層路盤 t=30cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.484

表層 t=5cm 

基層 t=5cm 

上層路盤 t=10cm 

②÷①

区間平均土被り×距離 4.93 11.35 ② 16.28 1.27

計 平均土被り

距離 3.93 8.90 ① 12.83

ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.20 1.31 1.24

計算区間 IP.8+8.10 ～ No.15+771.32 L= 12.83

9
本設 φ100 ( 県道車道B号-3号 ) H= 1.27 m



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=3cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
RC-30

下層路盤工 = m2
砕砂

フィルター層 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

0.55 × 1.00 0.55

0.19

0.55 × 0.03 × 1.00 0.02

0.77 - 0.190.52 × 1.11

1.00 0.55

t=5cm 0.55 × 1.00 0.55

t=10cm 0.55 ×

1.00 0.16

0.55 × 0.940 × 1.00 0.52

0.55 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.77

0.55 × 1.00 0.55

0.55 × 1.404 × 1.00 0.77

0.55 × 1.00 0.55

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

フィルター層 t=5cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.434

表層 t=3cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

②÷①

区間平均土被り×距離 34.99 ② 34.99 1.22

計 平均土被り

距離 28.68 ① 28.68

ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.24 1.20

計算区間 Ｎｏ.15+771.32 ～ Ｎｏ.15+800.00 L= 28.68

10
本設 φ100 ( 県道歩道9号 ) H= 1.22 m



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=3cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
RC-30

下層路盤工 = m2
砕砂

フィルター層 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

0.55 × 1.00 0.55

0.19

0.55 × 0.03 × 1.00 0.02

0.76 - 0.190.51 × 1.11

1.00 0.55

t=5cm 0.55 × 1.00 0.55

t=10cm 0.55 ×

1.00 0.16

0.55 × 0.920 × 1.00 0.51

0.55 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.76

0.55 × 1.00 0.55

0.55 × 1.384 × 1.00 0.76

0.55 × 1.00 0.55

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

フィルター層 t=5cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.414

表層 t=3cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

②÷①

区間平均土被り×距離 91.57 ② 91.57 1.20

計 平均土被り

距離 76.31 ① 76.31

ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.20 1.20

計算区間 Ｎｏ.15+800.00 ～ Ｎｏ.15+876.31 L= 76.31

11
本設 φ100 ( 県道歩道9号 ) H= 1.20 m



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=3cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
RC-30

下層路盤工 = m2
砕砂

フィルター層 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工 = m

支保工 = m1段 1.00

0.85 × 1.00 0.85

H=2.00m 1.00

0.27

0.85 × 0.03 × 1.00 0.03

1.50 - 0.271.11 × 1.11

1.00 0.85

t=5cm 0.85 × 1.00 0.85

t=10cm 0.85 ×

1.00 0.26

0.85 × 1.300 × 1.00 1.11

0.85 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

1.50

0.85 × 1.00 0.85

0.85 × 1.764 × 1.00 1.50

0.85 × 1.00 0.85

管上基礎 0.100 ｍ

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

ｍ

掘削幅 0.850 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

フィルター層 t=5cm 

管外径 φ114mm 

掘削深 1.794

表層 t=3cm 

基層

上層路盤 t=10cm 

②÷①

区間平均土被り×距離 1.88 2.13 ② 4.01 1.58

計 平均土被り

距離 1.29 1.24 ① 2.53

ｍ

平均土被りの算出

土被り 1.20 1.72 1.72

計算区間 Ｎｏ.15+876.31 ～ Ｎｏ.15+878.84 L= 2.53

12
本設 φ100 ( 県道歩道9号 ) H= 1.58 m



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=10cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工 = m

支保工 = m

13

1段 1.00

0.85 × 1.00 0.85

H=2.50m 1.00

0.50

0.85 × 0.10 × 1.00 0.09

1.47 - 0.500.87 × 1.11

1.00 0.85

t=30cm 0.85 × 1.00 0.85

t=17cm 0.85 ×

1.00 0.26

0.85 × 1.020 × 1.00 0.87

0.85 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

1.47

0.85 × 1.00 0.85

0.85 × 1.734 × 1.00 1.47

0.85 × 1.00 0.85

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

掘削深 1.834 ｍ

掘削幅 0.850 ｍ

上層路盤 t=10cm 

下層路盤 t=30cm 

管外径 φ114mm 

② 3.81 1.62

表層 t=5cm 

基層 t=5cm 

区間平均土被り×距離 2.17 1.64

平均土被り

距離 1.26 1.09 ① 2.35 ②÷①

平均土被りの算出

土被り 1.72 1.72 1.28 計

1.62 m

計算区間 Ｎｏ.15+878.84 ～ Ｎｏ.15+881.19 L= 2.35 ｍ

本設 φ100 ( 県道車道B号-3号 ) H=



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=10cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

14

0.55 × 1.00 0.55

0.35

0.55 × 0.10 × 1.00 0.06

0.74 - 0.350.35 × 1.11

1.00 0.55

t=30cm 0.55 × 1.00 0.55

t=17cm 0.55 ×

1.00 0.16

0.55 × 0.640 × 1.00 0.35

0.55 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.74

0.55 × 1.00 0.55

0.55 × 1.354 × 1.00 0.74

0.55 × 1.00 0.55

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

掘削深 1.454 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

上層路盤 t=10cm 

下層路盤 t=30cm 

管外径 φ114mm 

② 7.70 1.24

表層 t=5cm 

基層 t=5cm 

区間平均土被り×距離 7.70

平均土被り

距離 6.21 ① 6.21 ②÷①

平均土被りの算出

土被り 1.28 1.20 計

1.24 m

計算区間 Ｎｏ.15+881.19 ～ Ｎｏ.15+887.40 L= 6.21 ｍ

本設 φ100 ( 県道車道B号-3号 ) H=



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=3cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
RC-30

下層路盤工 = m2

フィルター層 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

15

0.55 × 1.00 0.55

0.19

0.55 × 0.03 × 1.00 0.02

0.76 - 0.190.51 × 1.11

1.00 0.55

t=5cm 0.55 × 1.00 0.55

t=10cm 0.55 ×

1.00 0.16

0.55 × 0.920 × 1.00 0.51

0.55 × 0.314 -(π/4× 0.114 ^2))×

0.76

0.55 × 1.00 0.55

0.55 × 1.384 × 1.00 0.76

0.55 × 1.00 0.55

１m当り数量

1.00 × 2 2.00

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

掘削深 1.414 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

上層路盤 t=10cm 

フィルター層 t=5cm 

管外径 φ114mm 

② 118.18 1.20

表層 t=3cm 

基層

区間平均土被り×距離 118.18

平均土被り

距離 98.48 ① 98.48 ②÷①

平均土被りの算出

土被り 1.20 1.20 計

1.20 m

計算区間 Ｎｏ.15+887.40 ～ Ｎｏ.16-2.79 L= 98.48 ｍ

本設 φ100 ( 県道歩道9号 ) H=



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=10cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

人力床均し工 = m2

埋 戻 工 砂 ( = m3

埋 戻 工 流用土 = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 路　盤

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

軽量鋼矢板工

支保工

1.00

16

     2.79-1.00

L=

0.550

0.72

0.35

0.55 ×

1.79 ｍ

t=17cm

計算区間 Ｎｏ.16-2.79 ～ Ｎｏ.16

0.55

管外径

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

表層

基層

上層路盤

下層路盤

t=5cm 

t=5cm 

t=10cm 

t=30cm 

0.06

0.55 × 1.00 0.55

0.72 - 0.35

0.55 × 0.10 ×

0.33

1.00

1.00

1.00

0.55

0.55

× 1.11

t=30cm

1.00 0.16

1.00 0.33

0.114 ^2))×-(π/4×

×

0.55

0.55 × 0.600 ×

1.314 ×

0.55 × 0.314

0.55 ×

1.00 0.72

0.55 × 1.00 0.55

0.55 ×

) H=

１m当り数量

計

φ114mm 

2.00

1.20 m( 県道車道B号-3号

掘削深 1.414 ｍ

掘削幅 ｍ

1.00 ×

1.201.20

区間平均土被り×距離

2

平均土被りの算出

1.79

本設 φ100

土被り

距離

2.15 2.15

①

②

平均土被り

②÷①

1.20

1.79



＼ ツヽ

本管掘肖1土量 1内訳
1集
計表 工事名 木之本西幹線投入点(14)接続工事(湖北西第1工区)

費用区分 補助

掘削下水
[m3]

合計

基面整正
[m2]

掘肖1土量計
[m3]

300.602

300.602

300.602

300.602

掘肖1土木
[m3]

掘削機械

0.23m3(0.20)

処理種別  当初 1/1ペエジ



本管埋戻土量 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(14)接続工事(湖北西第1工区)

費用区分 補助

掘削機械 028m3(0.20)

埋戻種別

流用上

1合計

埋戻土量[m3]

埋戻A司 埋戻A2 埋戻Bl 流用A区分

201862土量合計

流用B区分埋戻B2

32 169564

169564

処理種別  当初 1/1ページ



本管発生土処理 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(14)接続工事(湖北西第1工区)

BH0 28m3(020)[m3] BH0 45m3(035)[m3] BH0 3]

一般土木 下水道

費用区分 補助

運搬機械 人力[m3]

下水道

合計

IDT4t 76535

76.535
|

合計

一般土木 下水道

合計

下水道一般土木下水道

76535

76.535

T般土木下水道

BH013(010)[m3]

一般土木

76535

処理種別  当初 1/1ページ



ヒ ツ

本管布設 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(14)接続工事(湖北西第1工区)

費用区分 補助

管種  リブ管

36

区間延長
[m]

153.80

マンホール
削孔[箇所]

管布設エ
[m]

151000

管 材料費

副管継手(内)[本]副管継手(外)[本]片受直管 [本 ]

2

径

ｍュ
管
Ｅｍ

200

処理種別  当初 1/1ページ



本管 基礎工 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(14)接続工事(湖北西第1工区)

費用区分

基礎高[m]

補助

0406

基礎工 [m3]

合計

BH0 80m3(060)人 力 BH0 28m3(0.20)BH013m3(0.10)

44.292

44292

管防護工 [m3]

16.148

16148

人 力 BHO.80m3(060)BHO.45m3(035)20)BH0 28m3(00)3m3(0BHO.

種男嘔

RC-30

合計

60440

60.440

管渠延長合計 151.700

処理種別  当初 1/1ページ



土留工集計表 (本管) 工事名 木之本西幹線投入点(14)接続工事(湖北西第1工区)

土 エ

201-205 206-25 251-26 261-3 331～ 3513.51～ 38

76900

費用区分補助

管種  リブ管

矢板  アルミ矢板

1押
削機種

|
|_   _ …

028m3
(020)

|～ 097

掘削幅
毎合計

掘削深毎 合計

151年 155

十～ 162  1

76900

76900

合計

総合計 |

153800

153800

掘削機種
毎合計

153.800

-122

-162

|

153800

381-5301-33

76900

76.90076900

処理種別  当初 1/1ページ



マンホィル設置工 集計表 (2) 工事名 木之本西幹線投入点(14)接続工事 (湖北西第 1工区)

費用区分 補助

蓋受枠  T,14(φ 690)

管削孔[箇所]

合計

VU300VU250VU200VU125VU100PRP300PRP250PRP200

4

4コ

HP300HP250 150PRP150

卜[箇

予備予備予備予備予 偏予 備φ250 300

2

2

φ1501φ 200φ125φ100

1

マンホール形

1号

ル形式

3号

合計

VU300VU250VU200VU150VU125VU100
]ト

PRP300PRP250PRP200

2

2

PRP150HP300HP250予偏予備予備予予予備φ300φ250φ200φ150φ125φ100



―
ツ

マンホァル ブロック据付工 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(14)接続工事(湖北西第1工区)

費用区分   補助

蓋受枠     T-14(φ 600)

マンホール形式 1号

2

マ エ

～4.00[m]

合計

合計

2

2
|

～0.00[m]～000[m]

付工・ [箇所]

～999.00[m]～6,00[m]～5.00[m]～3.00[m]

2

処理種別  当初 1/1ページ



舗装版切断 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(14)接続工事(湖北西第1工区)

費用区分 補助

舗装厚
[m]

-0115    1      307600

合計
|

307600

コンクリr卜(有
筋 )

コ

筋 )

処理種別  当初 1/ヽ ページ



し

舗装版破砕 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(14)接続工事(湖北西第1工区)

舗装厚[m]

費用区分

舗装種別

破砕機械

補助

アスファルト

028m3(0.20)

～010

161.490

161.490

～015

合計

|-999.00
区分

本管部

処理種別  当初 /ヽ1ページ



殻運搬処理 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(14)接続工事(湖北西第1工区)

費用区分 補助

舗装種別 アスフテルト

運搬機械

本管部

DT4t

合計

人力 [m3] BHO.13(01

本管部

0)[m3]   |

取付管部

BHO.28(0,20)[m3]

本管部 取付管部

BH0 45(0.35)[m3]

0.45合計

BH0 80(0.60)[m3]

取付管部 取付管部 本管部

人力合計

総合計

8.074

型T4」

取付管部
合計

8.074

080合計

本管部

|
|

8074

8074

028合計

8.074

0.13合計

処理種別  当初 1/1ページ



⌒
）

路盤工 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(14)接続工事(湖北西第1工区)

費用区分 補助

施工区分 車道

仕上がり
厚
[m]

路盤工1[m2] 路盤工2[m2]

RC-40 C-30 CJ0 埋戻上
別途計上

012

用 )

山土(盛土埋戻土
別途計上

M-40M-30

|

C-40C-30RC-40RC-30

161.490

16149q

流用上山土(盛土
用)

|

M-40M-30

161490

161

RC-30

0101

合計

処理種別  当初 1/1ページ



一

）

路面復旧工 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(14)接続工事(湖北西第1工区)

費用区分 補助

施工区分 車道

紳阿
合計

密粒度AS20密粒度AS13再生密粒度AS20と 】

路面復旧[m2]

粒度AS13

161490

oo8 1 161490

処理種別  当初 1/1ページ



費用区分 補助

路線名 107

現況舗装厚 [h]

日進量[m/日 ]

人孔番号

下流側 16

上流側 17

区間延長
[m]
7690

地盤高
[m]

8875

8833

管底高
[m]
86865

86596

土量計算書 工事番号 1 工事名 木之本西幹線投入点(14)接続工事(湖北西第1工区)

スパン番号 01-00 管種 リブ管  管径[mm]200  矢板 アルミ矢板 破砕機械 o28m3(020)[200]掘削機械 023m3(020)[200]運搬機種 DT4t
005復旧舗装厚[m]   o o3管 防護厚[m]  . o10 管基礎厚lm]   o10 流用可能層厚[m] o o00 正 下流マンホール削孔接続 日 上流マンホーザレ削子と接続
本管勾配[960]   3003管 渠継手無し[m]75700調 整管[本]    o925 矢板設置率[%] 100000 流用余り[m3] o ooo ステップ  ーl o78
管渠減長 管渠延長
[m]     [m]

120       75700

施
面爺]弊 摯撮]脚m藩認罫面上期 鰹諧

2162 105     2270  174563 0000

調整長さ 流出管
[m] 底高[m]副管継手

87443

18 3700

003[m]

0000 +    o ooo

片受直管
[本 ]

2.488

1837
なし

86493

|

路線名 107         スパン番号 01-01 管種 リブ管  管径[mm]290
現況舗装厚 [m]  005復 旧舗装厚[m]   o o3管 防護厚[m]   o10 管
日進量[m/日 ] 本管勾配[%o] 3003管渠継手無し 76000 三周

153800[m]  7690卜  2

80745[m2] 7690×    1.05
4037[m3] 7690 x   105 x   005
0000[m3]

0000[m2]

170526[m3]174563-  4037

36086[m3]174563-  4037-  0000- 134440+

8074[m3] 7690 x   105 x  010+  o ooo

盟J“ lm31 1革尾隻誂蟹ずxαttgお
+田 0)~

7690 090 76000     8833    86616   86513

8825    86847   86744

矢板 アルミ矢板 破砕機械 o28m3(020)[200]掘 肖1機械 028m3(020)[20倒
基礎厚[m]   o10 流用可能層厚[m] o o00 匝 下流マンホエル削子と接続
整管[本]    110oo 矢板設置率[%] 100000 流用余り[m3] o.ooo

1817

1506    1661      105     1744  134113 0000

舗装切断

舗装取壊

舗装取壊

掘削[土木]

基面整正

掘削[下水]

発生土処理

埋戻管基礎 RC-30

埋戻管防護 RC-30

下流側 17

上流側 18

人子と番号区吼干
長管
掃汗長管ξ干長 ∵戸 再師 警爺]弊 翫擦撮]掘れ膳岡蓬認折面 上量[m3]至量融蓄  片岳直管 調整長さ 流出管本]  [m] 底高[m]副管継手

0000

路面復旧  車道
埋戻Al区 分

埋戻A2区 分

埋戻Bl区分

埋戻B2区分

路盤工 1区分 車道

路盤■2区分 車道

流用A区分

流用B区分

1路面復旧  車道
埋戻Al区分

埋戻A2区分

埋戻Bl区分

埋戻B2区分

路盤工1区分 車道

路盤工2区分 車道

流用A区分

流用B区分

再生密粒度ASl

流用上

流用上

流用上

流用上

M-30

RC-30

流用上

流用上

復旧舗装厚

000

020 -

000

130 -

路盤厚 1

路盤厚 2

復 旧舗装厚

000

020 -

000

080 -

路盤厚 1

路盤厚 2

0000

012[m]

o lo[m]

なし

003[m]

0000 +    o,ooo

80745

0.000

16149

0000

104968

80745

80745

0000

0000

[m2]

[m9]

[m3]

[m3]

[m3]

[m2]

[m2]

[m3]

[m3]

7690 X

7690 X

7690 X

7690 x

7690 X

7690 X

7690 x

7690 ×

7690 X

7690 X

7690 文

7690 X

7690 X

7690 x

105

105  X

105 X

105  ×

105  X

105

105

105

105  X

105 X

105  X

105  X

105

105

運搬機種 DT4t

■ 上流マンホール削孔接続

ズテップ   0020

86596

18      4000

舗装切断

舗装取壊

舗装取壊

掘削[土木]

基面整正

掘削[下水]

発生土処理

埋戻管基礎 RC-30

埋戻管防護 RC-30

153800[m]

30745[m2]

4037[m3]

0000[m3]

0000[m2]

130076[m3]

40449[m3]

8074[m3]

22.146[m3]

7690 X

76.90 x

7690 ×

134113 -

134113 =

7690 x

7690 X
76!90 X

再生密粒度ASl 80,745[m2]

0000[m3]

16.149[m3]

0000[m3]

64596[m3]

80745[m2]

80745[m2]

0000[市 3]

0000[m3]

105

105  x     005

4037

4037-1  0000-  89627 +

105 x   0101‐    o ooo

105X(  0206+  010)一
〇206 ^2X0785

流用上

流用上

流用上

流用土

M「30

RC-30

流用上

流用上

0000

012[m]

o lo[m]

処理種別  当初
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マンホァル設置工(2)計算書 工事名_木 之本西幹線投入点(14)接続工事 (湖北西第1工区)

費用区分 補助

マンホール形式  1号

200

口

100VU300VU250VU150VU12500PRP300PRP250PRP200

4

PRP150HP300300250200

2

150φ125φ100
人孔深

[m]

1734

1_403

3897

陥.17

Na18

曲航20

合計

マンホール形式  3号

管口止水[箇所]

φ200φ100
ゴム製ジョイント[箇所]

VU300VU250VU200VU150VU125VU100PRP300PRP250PRP200

1

1

2

PRP150HP300HP250予 備予 備予備 1予備予備φ300φ250φ200φ150φ125φ100

人孔深

[m]

4035

5523

人孔番号

Nは 16

Nc19

合計



工　種 種　　別 仕　　様 単位 数　量

1号レジンマンホール
1号組立用

Φ600

Φ600

Φ600

鉄蓋 （組）
T-14： 2

T-25：

転落防止
はしご：

(0.214^2-0.114^2)×π÷4×0.050
余裕幅0.1 壁圧0.05

鉄蓋および受枠
（T-14)

調整モルタル

ブロック据付工
3.0m＜H≦4.0

鉄蓋および受枠
（T-25)

調整リング
（10cm）

調整リング
（5cm）

ブロック据付工
4.0m＜H≦5.0

ブロック据付工
H≦3.0m

鉄蓋および受枠
（T-14)

箇所

組

m3

1号直壁
（120cm）

1号直壁
（60cm）

個

箇所

鉄蓋および受枠
（T-25)

組

組 2

管口止水工
0.001

箇所

組

2

m3 0.009

調整リング
（15cm）

個

1号頂版　（90×60×
12cm）

個 2

1号躯体ブロック
（30cm）

個

躯体ブロック
(90cm）

1号直壁
（150cm）

個

個

1号躯体ブロック
（150cm）

個

1号直壁
（90cm）

1号躯体ブロック
（120cm）

組立マン
ホール工

底版ブロック 個

1号躯体ブロック
（60cm）

個

個

1

個 2

個 2

数　　式　　等

個

備　考

2

個

1

数　　量　　総　　括　　表　（組立人孔）



工　種 種　　別 仕　　様 単位 数　量数　　式　　等 備　考

数　　量　　総　　括　　表　（組立人孔）

3号レジンマンホール

Φ900-Φ600

Φ900-Φ600

鉄蓋 （組）
親子蓋 Φ900-Φ600 T-14： 1

親子蓋 Φ900-Φ600 T-25： 1

親子蓋 Φ900-Φ600 転落防止
はしご：

親子蓋 Φ900-Φ600

組立
マンホール工

3号躯体ブロック
（120cm）

3号躯体ブロック
（240cm）
3号直壁
（60cm）
3号直壁
（90cm）

3号直壁
（180cm）

3号頂版
（150×90×16cm）

3号躯体ブロック
（150cm）

個

個

個

個

個

個

個

底版ブロック 個 2

3号直壁
（120cm）

個 2

3号直壁
（150cm）

個 1

3号直壁
（210cm）

個

3号直壁
（240cm）

個 2

2

調整リング
（5cm）

個 3

調整リング
（10cm）

個 1

調整モルタル m3 0.019

鉄蓋および受枠
（T-25)

組 1

鉄蓋および受枠
（T-25)

組

鉄蓋および受枠
（T-14)

ブロック据付工
H≦4.0m

組 1

箇所 1

箇所

3号躯体ブロック
（210cm）

3号躯体ブロック
（180cm）

個

ブロック据付工
5.0m＜H≦6.0

箇所

鉄蓋および受枠
（T-14)

組

個

ブロック据付工
4.0m＜H≦5.0

1



3号レジンマンホ－ル数量計算書 調整モルタルV= (１．１４
２
－０．９０

２
）×π/4×(調整高)

ﾏﾝﾎｰﾙ 地盤高 管 径 4.0m 4.0m 5.0m ﾏﾝﾎｰﾙ 調整

深 (mm) 呼び径 管底高 落差 呼び径 落差 ～ ～ 高さ コマ

（MH) 種 管底高 以下 5.0m 6.0m 120 150 180 210 240 60 90 120 150 180 210 240 16 5 10 15 20-70 T-14 T-25 T-14 T-25 65 150 200 250 300 75

ｍ ｍ (mm) mm ｍ ｍ mm ｍ 箇所 箇所 箇所 箇所 ｍ mm 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 m3 個 組 組 組 組 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所

VP 100

No 19 5.523 85.960
83.758 1 43 1 1 1 1 1 2 0.017 1

PRP 200 82.087 -1.671

VP 100

No 16 4.035 88.750
87.443 1 5 1 1 1 1 1 1 1 0.002 1

PRP 200 86.365 -1.078

 
     1 1 2 2 1 2 2 3 1 1 0.019 1 1

 1 1 2 2 1 2 2 3 1 1 0.019 1 1

4.145

蓋および受枠 P

R

P

中

間

ス

ラ

ブ

調整リング
Φ900

H
P

調整
モルタル

底
版管

種

調
整
高

P

R

P

流出管 流　　入　　管 副　　管 ブロック据付工（MH区分) 部                                                     材
直　　壁

Ⅰ種

5.633

小計

合計

く体ブロック

Ⅰ種

人
孔
番
号

削  孔
D

C

I

P

S
P管

種

頂版Φ1500-
φ900

S

U

S



1号レジンマンホ－ル数量計算書 調整モルタルV= (０．８２－０．６０）×π/4×(調整高)

ﾏﾝﾎｰﾙ 地盤高 管 径 3.0ｍ 4.0m 5.0m ﾏﾝﾎｰﾙ 調整

深 (mm) 呼び径 管底高 落差 呼び径 落差 ～ ～ 高さ コマ

（MH) 種 管底高 以下 5.0m 6.0m 30 60 90 120 150 60 90 120 150 180 210 240 12 5 10 15 T-14 T-25 T-14 T-25 65 150 200 250 300 75

ｍ ｍ (mm) mm ｍ ｍ mm ｍ 箇所 箇所 箇所 箇所 ｍ mm 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 m3 個 組 組 組 組 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所

PRP 200

No 17 1.734 88.330
86.596 1 34 1 1 1 1 1 1 0.008 1

PRP 200 86.616 0.020

PRP 200

No 18 1.403 88.250
86.847 1 3 1 1 1 1 1 1 0.001 1

VP 100 86.943 0.096

 
     2 2 1 1 2 2 2 2 0.009 2

 2 2 1 1 2 2 2 2 0.009 2

小計

合計

2.004

1.673

P

R

P

H
P

S
P

D

C

I

PⅠ種 Ⅰ種
調整リング

Φ600
調整

モルタル

中

間

ス

ラ

ブ

蓋および受枠 S

U

S

P

R

P

部                                                     材 削  孔

管
種

管
種

底
版

く体ブロック 直　　壁 頂版Φ900-
φ600

人
孔
番
号

流出管 流　　入　　管 副　　管 ブロック据付工（MH区分)
調
整
高



鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式立坑 φ2000 ｍｍ（揺動圧入）   集計表（1） 2 箇所
1 1

種目 単位 No.16 No.19 合計

掘削深 （圧入掘削積込工） ｍ 5.045 6.583 11.628

圧入深 〃 5.245 6.783 12.028

立坑深 〃 4.145 5.633 9.778

引抜長 〃 0.900 0.900 1.800

粘性土 Ｎ≦5 ｍ 4.700 5.410 10.110

5＜Ｎ≦30 〃

砂質土 Ｎ≦30 〃 0.545 1.173 1.718

30＜Ｎ≦50 〃 - -

礫質土 Ｎ≦30 〃 - -

30＜Ｎ≦50 〃 - -

合計 ｍ 5.245 6.583 11.828

舗装取壊し

舗装切断工 As　t=10cm 県道 ｍ 7.29 7.29

舗装取壊工 As　t=10cm 県道 ｍ2 4.01 4.01

舗装切断工 As　t=5cm 市道 ｍ 7.29 7.29

舗装取壊工 As　t=5cm 市道 ｍ2 4.01 4.01

残塊処分 As ｍ3 0.40 0.20 0.60

発生土処分 ｍ3 15.73 20.63 36.36

種  別

土質層厚



鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式立坑 φ2000 ｍｍ（揺動圧入）   集計表（2）

種目 単位 No.16 No.19 合計

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ 30-18-20N ｍ
3

3.1 3.1 6.2

ｽﾗｲﾑ処理 泥水処分量 〃 1.2 1.2 2.4

埋戻工 グラウトコンクリート ｍ3 3.52 5.51 9.03

流用土 〃 1.42 1.76 3.18

(ｹｰｼﾝｸﾞ長:計)

先頭ｹｰｼﾝｸﾞ φ2000mm  t=12 l = 2.4 m 本 1 1 4.8 2

中間ｹｰｼﾝｸﾞ φ2000mm  t=12 l = 2.4 m 〃 - 1 2.4 1

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ2000mm  t=12 l = 1.1 m 〃 - 1 1.1 1

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ2000mm  t=12 l = 2.0 m 〃 1 - 2.0 1

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ φ2000mm  t=12 l = 2.0 m 〃 1 1 2

合計 本 3 4 10.3

種  別



鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式立坑 φ2000 ｍｍ（揺動圧入）   集計表（3）

種目 単位 No.16 No.19 合計

ボルト接合 箇所 1 1 2

溶接接合 〃 1 2 3

1箇所当り溶接長 ｍ 6.3 6.3

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去長 ｍ 1.455 1.467 2.922

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 〃 12.10 12.20 24.30

ｽｸﾗｯﾌﾟ重量 ｔ 0.902 0.909 1.811

路面覆工 円形覆工板 φ2000ｍｍ用 個 1 1 2

舗装復旧工 仮復旧

【市道】

表層工 ｍ2 3.48 3.48

上層路盤工 〃 3.48 3.48

下層路盤工 〃 3.48 3.48

【県道】

表層工 ｍ2 3.48 3.48

上層路盤工 〃 3.48 3.48

下層路盤工 〃 3.48 3.48

再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=3cm

粒度調整砕石(M-30)　t=17cm

再生砕石(RC-30)　t=30cm

種  別

再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=3cm

粒度調整砕石(M-30)　t=12cm

再生砕石(RC-30)　t=10cm



＝ ｍ

外周長＝2ｎｒ・tan(180°/ｎ) ｎ：辺数、ｒ：半径

2 × 8 × ( / 2 )× / 8 ) ＝ ｍ

（呼び径+0.200）

面積＝ｎ・ｒ
2
・tan(180°/ｎ) ｎ：辺数、ｒ：半径

8 × ( / 2 )2 × / 8 ) ＝

（呼び径+0.200）

２×π/4 ＝

舗装切断・取壊し工（共通）

工　　種 算　　　　　　　　　　　　　式 数　　　量

舗装切断 呼び径 2.000

L＝ 2.200 tan(180° 7.290 7.29

舗装取壊

Ａ＝ 2.200 tan(180° 4.010 4.01 ｍ
2

ｍ2
舗装仮復旧 Ａ＝ 4.010 － 3.482 3.480.820



№

名　　　称 単位 数　　　量

立坑築造工  （ No. 16 立坑） 鋼管呼び径φ 2000 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 2066 mm

鋼管外径φ 2090 mm

掘削深 （圧入掘削積込工） ｍ 5.045

圧入深 〃 5.245

立坑深 〃 4.145

引抜長 〃 0.900

土質層厚 粘性土 （Ｎ≦5） 4.700 ｍ 4.700

〃 （5<Ｎ≦30） 〃

砂質土 （Ｎ≦30） 0.545 〃 0.545

〃 （30＜Ｎ≦50） 〃 -

礫質土 （Ｎ≦30） 〃 -

〃 （30＜Ｎ≦50） 〃 -

合計 ｍ 5.245

舗装取壊工 県道

　舗装切断工 t=10cm （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） ｍ 7.29

　舗装取壊工 t=10cm （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） ｍ2 4.01

　残塊処分 As 4.01 × 0.10 ｍ3 0.40

発生土処分 2.090 2 　× 　π/4 × 5.045 - 1.42 × 1.11 ｍ3 15.73

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式



№

名　　　称 単位 数　　　量

底版ｺﾝｸﾘｰﾄ量 （白本「管路」より） ｍ3 3.1

ｽﾗｲﾑ処理 泥水処分量　（白本「管路」より） ｍ
3

1.2

土留材料

先頭ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= 2.4 m 本 1

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= 2.0 m 〃 1

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= mm l= 2.0 m 〃 1

　　　合　　計 本 3

ボルト接合 箇所 1

溶接接合 箇所 1

１箇所当り溶接延長　（白本「管路」より） ｍ 6.3

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去長 ｍ 1.455

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 2.000 　×　π  ＋ 1.455 ×4 ｍ 12.1

スクラップ重量

　（撤去部） 1.455 × 0.615 t/m t 0.895

　（管渠） 　　　（ 0.206 ＋ 0.10 ）2　×π/4 × 0.0942 t/m2× 1 箇所 〃 0.007

　（管渠） 　　　（ ＋ ）2　×π/4 × 0.0942 t/m2× 箇所 〃

ｔ 0.902

円形覆工板 φ 2000 mm用 個 1

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式



№

名　　　称 単位 数　　　量

舗装復旧工 （仮復旧） 県道

　表層工 t=3cm ｍ
2

3.48

　上層路盤工 粒調砕石（M-30） t=17cm ｍ
2

3.48

　下層路盤工 再生砕石（RC-30） t=30cm ｍ2 3.48

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式

再生密粒度アスコン(13) （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より）



№

名　　　称 単位 数　　　量

 （ No. 16 立坑） 鋼管呼び径φ 2000 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 2066 mm

鋼管外径φ 2090 mm

埋戻し高さ ケーシング部 ｍ 2.645

一般部 1.50 － 0.500 〃 1.000

仮舗装厚 県道 〃 0.500

ケーシング部埋戻し グラウトコンクリート

全体 V1= 2.066 ^2×π/4× 2.645 = ｍ3

控除 V21= -1.66 ^2×π/4× 0.11 = 〃 底版

V22= -1.60 ^2×π/4× 2.400 = 〃 躯体ブロック

V23= -1.60 ^2×π/4× 0.135 = 〃 直壁
(2.645-0.110-2.400)

V24= -0.206 ^2×π/4× 0.233 × 1 = 〃 PRP

ｍ3 3.52

一般部埋戻し 流用土

全体 V1= 2.090 ^2×π/4× 1.000 = ｍ3

控除 V21= -1.60 ^2×π/4× 1.000 = 〃 直壁

ｍ3 1.42

数 量 計 算 書(埋戻し土量計算)

算　　　　　　　　　　式

8.87

-0.24

-4.83

-0.27

-0.01

3.43

-2.01



№

名　　　称 単位 数　　　量

立坑築造工  （ No. 19 立坑） 鋼管呼び径φ 2000 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 2066 mm

鋼管外径φ 2090 mm

掘削深 （圧入掘削積込工） ｍ 6.583

圧入深 〃 6.783

立坑深 〃 5.633

引抜長 〃 0.900

土質層厚 粘性土 （Ｎ≦5） 5.410 ｍ 5.410

〃 （5<Ｎ≦30） 〃

砂質土 （Ｎ≦30） 1.173 〃 1.173

〃 （30＜Ｎ≦50） 〃 -

礫質土 （Ｎ≦30） 〃 -

〃 （30＜Ｎ≦50） 〃 -

合計 ｍ 6.583

舗装取壊工 市道

　舗装切断工 t=5cm （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） ｍ 7.29

　舗装取壊工 t=5cm （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） ｍ2 4.01

　残塊処分 As 4.01 × 0.05 ｍ3 0.20

発生土処分 2.090 2 　× 　π/4 × 6.583 - 1.76 × 1.11 ｍ3 20.63

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式



№

名　　　称 単位 数　　　量

底版ｺﾝｸﾘｰﾄ量 （白本「管路」より） ｍ3 3.1

ｽﾗｲﾑ処理 泥水処分量　（白本「管路」より） ｍ
3

1.2

土留材料

先頭ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= 2.4 m 本 1

中間ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= 2.4 m 〃 1

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= 1.1 m 〃 1

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= 2.0 m 〃 1

　　　合　　計 本 4

ボルト接合 箇所 1

溶接接合 箇所 2

１箇所当り溶接延長　（白本「管路」より） ｍ 6.3

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去長 ｍ 1.467

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 2.000 　×　π  ＋ 1.467 ×4 ｍ 12.2

スクラップ重量

　（撤去部） 1.467 × 0.615 t/m t 0.902

　（管渠） 　　　（ 0.206 ＋ 0.10 ）2　×π/4 × 0.0942 t/m2× 1 箇所 〃 0.007

ｔ 0.909

円形覆工板 φ 2000 mm用 個 1

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式



№

名　　　称 単位 数　　　量

舗装復旧工 （仮復旧） 市道

　表層工 t=3cm ｍ
2

3.48

　上層路盤工 粒調砕石（M-30） t=12cm ｍ
2

3.48

　下層路盤工 再生砕石（RC-30） t=10cm ｍ2 3.48

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式

再生密粒度アスコン(13) （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より）



№

名　　　称 単位 数　　　量

 （ No. 19 立坑） 鋼管呼び径φ 2000 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 2066 mm

鋼管外径φ 2090 mm

埋戻し高さ ケーシング部 ｍ 4.133

一般部 1.50 － 0.250 〃 1.250

仮舗装厚 市道 〃 0.250

ケーシング部埋戻し グラウトコンクリート

全体 V1= 2.066 ^2×π/4× 4.133 = ｍ3

控除 V21= -1.66 ^2×π/4× 0.11 = 〃 底版

V22= -1.60 ^2×π/4× 2.400 = 〃 躯体ブロック

V23= -1.60 ^2×π/4× 1.500 = 〃 直壁

V2４= -1.60 ^2×π/4× 0.123 = 〃 直壁
(4.133-0.110-2.400-1.500)

V25= -0.206 ^2×π/4× 0.233 × 1 = 〃 PRP

ｍ3 5.51

一般部埋戻し 流用土

全体 V1= 2.090 ^2×π/4× 1.250 = ｍ3

控除 V21= -1.60 ^2×π/4× 1.077 = 〃 直壁
(1.500-0.160-0.013-0.25)

V2２= -1.66 ^2×π/4× 0.160 頂版

V23= -0.90 ^2×π/4× 0.013 = 〃 調整リング

ｍ3 1.76

数 量 計 算 書(埋戻し土量計算)

算　　　　　　　　　　式

13.86

-0.24

-4.83

-3.02

-0.25

4.29

-2.17

-0.35

-0.01

-0.01



水質観測井数量計算書
土  質 砂礫土 砂質土 シルト・粘土 計 継　手 ストレーナー 備　考

加　工
立坑NO. 単位 ｍ ｍ ｍ ｍ 本 ｍ

1 5.400 5.400 1 2

合　　計 5.400 5.400 1.000 2.000

数量計算書 ⑨数量06　水質観測井戸数量.xls



        水   質   観   測   井   土   質   分   類   表

Ａ 地盤高 85.975 Ａ 地盤高
Ｂ 薬注下端高 81.576 立坑Ｎｏ: 1 Ｂ 薬注下端高 立坑Ｎｏ:
Ｃ Ｂ－1.00ｍ 80.576 Ｃ Ｂ－1.00ｍ

Ａ－Ｃ 5.399 Ａ－Ｃ
改 め  5.400 適用Br 既No. 改 め  適用Br No.

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞGL 85.300 0.675 1 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞGL 0.000

土       層 土層厚 累  計 土       層 土層厚 累  計
3 シルト･粘土[Ｃ] 5.400 5.400 0.000 0.000

0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000

砂礫土[Ｇ] 0.000 砂礫土[Ｇ] 0.000
砂質土[Ｓ] 0.000 砂質土[Ｓ] 0.000
シルト･粘土[Ｃ] 5.400 シルト･粘土[Ｃ] 0.000
計 5.400 計 0.000

土質分類表 ⑨数量06　水質観測井戸数量.xls



        水   質   観   測   井   土   質   分   類   表

Ａ 地盤高 Ａ 地盤高
Ｂ 薬注下端高 立坑Ｎｏ: Ｂ 薬注下端高 立坑Ｎｏ:
Ｃ Ｂ－1.00ｍ Ｃ Ｂ－1.00ｍ

Ａ－Ｃ Ａ－Ｃ
改 め  適用Br No. 改 め  適用Br No.

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞGL 0.000 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞGL 0.000

土       層 土層厚 累  計 土       層 土層厚 累  計
1 砂礫土[Ｇ] 0.000 0.000
3 シルト･粘土[Ｃ] 0.000

0.000 2 砂質土[Ｓ] 0.000
3 シルト･粘土[Ｃ] 0.000
2 砂質土[Ｓ] 0.000
3 シルト･粘土[Ｃ] 0.000

0.000 2 砂質土[Ｓ] 0.000
0.000 0.000
0.000 0.000
0.000 0.000
0.000 0.000
0.000 0.000
0.000 0.000
0.000 0.000
0.000 0.000
0.000 0.000
0.000 0.000
0.000 0.000
0.000 0.000
0.000 0.000
0.000 0.000

砂礫土[Ｇ] 0.000 砂礫土[Ｇ] 0.000
砂質土[Ｓ] 0.000 砂質土[Ｓ] 0.000
シルト･粘土[Ｃ] 0.000 シルト･粘土[Ｃ] 0.000
計 0.000 計 0.000

土質分類表 ⑨数量06　水質観測井戸数量.xls



P.

単位

W=1.00×L=2.00×H1.50(2箇所) 
事業損失防止施設費

(1.00+2.00)×2.00×2 12.0

　舗装版切断 ｍ

4.0

　舗装版破砕工 m2

0.2

　ｱｽﾌｧﾙﾄ殻処分費 m3

（4.00×1.50)-0.2 5.8

　機械掘削工(ﾊﾞｯｸﾎｳ) m3

（4.00×1.50)-0.2 5.8

　機械投入埋戻工 m3

4.0

　表層(車道路肩部) m2

数　　　量　　　計　　　算　　　書

工　　種

名　　　称 算　　　　　   　　　　式 数　　量

1.00×2.00×2

4.00×0.05

試験掘削工

1.00×2.00×2


